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子供のこぶしほどもある巨大な花をつけるフジアザミ。アザミとしては花の大きさは世界最大級だという。
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で販売されているのを見たことがある。
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去
る
８
月
26
日
、
甲
府
市
の
山
梨
県
防

災
新
館
１
階
オ
ー
プ
ン
ス
ク
エ
ア
に
て

開
催
さ
れ
た
、
第
９
回
甲
斐
う
つ
と
リ

ワ
ー
ク
連
絡
会
公
開
講
座
「
う
つ
病
リ

ワ
ー
ク 

f
o
r 

E
v
e
r
y
b
o
d
y
」

に
参
加
し
ま
し
た
。

　

リ
ワ
ー
ク
は
、
R
e
t
u
r
n 
t
o 

W
o
r
k
の
頭
文
字
を
取
っ
た
い
わ
ゆ

る
和
製
英
語
で
す
。
峡
西
病
院
で
は
、

精
神
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン

タ
ー（
デ
イ
ケ
ア
）
内
に
お
い
て
、リ
ワ
ー

ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

甲
斐
う
つ
と
リ
ワ
ー
ク
連
絡
会
は
、

う
つ
病
な
ど
で
休
職
し
て
い
る
方
の
職

場
復
帰
支
援
に
関
わ
る
ス
タ
ッ
フ
の
集

ま
り
で
す
。
私
ど
も
の
よ
う
な
医
療
機

関
の
ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
な
く
、
企
業
の

産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ
、
公
的
機
関
の
ス

タ
ッ
フ
等
も
メ
ン
バ
ー
に
加
わ
っ
て
い

ま
す
。
連
絡
会
主
催
で
毎
年
公
開
講
座

を
開
催
し
て
お
り
、
今
年
が
９
回
目
で

す
。
昨
年
に
続
き
、
今
回
も
防
災
新
館

が
会
場
で
し
た
。

　

公
開
講
座
は
２
部
構
成
。
第
１
部
は

復
職
経
験
者
の
体
験
談
と
し
て
、
当
事

者
か
ら
の
話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
休

職
中
の
心
境
、
リ
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
取
り
組
ん
だ
こ
と
、
復
職
後
の
苦
労

な
ど
、
当
事
者
か
ら
の
体
験
談
ほ
ど
身

に
染
み
る
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
。
貴
重

な
体
験
談
を
話
し
て
く
だ
さ
っ
た
当
事

者
の
方
に
心
か
ら
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

第
２
部
は
、
特
別
講
演
と
し
て
、
講

師
の
医
療
法
人
川
中
島
F
メ
ン
タ
ル

ク
リ
ニ
ッ
ク
（
長
野
市
）
の
福
家
知
則

院
長
よ
り
「
明
日
か
ら
使
え
る
感
情
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
術
～
う
つ
病
の
理
解
と
リ

ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
際
」
と
題
し
、

話
を
う
か
が
い
ま
し
た
。
リ
ワ
ー
ク
で

活
用
さ
れ
る
認
知
行
動
療
法
の
中
で
も
、

感
情
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ
て
い
く

か
は
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
り
、
講
演
内

容
が
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。

　

公
開
講
座
は
、
そ
の
名
の
通
り
、

E
v
e
r
y
b
o
d
y
（
誰
で
も
）
が
参

加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
当
事
者
の
方
、

支
援
者
の
方
、
こ
れ
か
ら
利
用
を
考
え
て

い
る
方
、
興
味
が
あ
る
方
、
ど
な
た
で

も
歓
迎
し
ま
す
。
来
年
以
降
も
開
催
予

定
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

当
院
リ
ワ
ー
ク
を
利
用
中
の
方
、
卒

業
生
の
方
が
、
復
職
後
も
再
休
職
せ
ず

に
、
そ
の
人
ら
し
く
働
き
続
け
ら
れ
る
よ

う
、
当
院
は
支
援
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

清
水　
悠
司
・
成
田　
正
樹

　

８
月
29
日
、
法
人
内
で
開
催
さ
れ
た

時
間
外
研
修
に
参
加
を
し
ま
し
た
。
今

回
の
テ
ー
マ
は
『
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
』、
講
師
は
小
川
心
理
士
で
す
。

　

対
人
関
係
を
中
心
と
し
た
業
務
に
お

い
て
は
、
ど
う
し
て
も
負
の
感
情
が
生

じ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
心
の

中
に
生
じ
た
負
の
感
情
を
そ
の
ま
ま
に

し
て
し
ま
う
こ
と
は
、
そ
の
後
の
業
務

や
人
間
関
係
に
も
影
響
を
与
え
て
し
ま

う
こ
と
を
、
我
々
は
経
験
的
に
知
っ
て

い
ま
す
。
知
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
そ
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
う
ま
く
い

か
ず
、
悩
ん
で
い
る
人
も
多
い
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
う
し
た
誰
も
が

抱
え
う
る
困
難
に
、
い
く
つ
か
の
ヒ
ン

ト
を
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
の
で
き
た
、

と
て
も
有
意
義
な
内
容
で
あ
っ
た
と
感

じ
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
講
師
の
説
明
に
沿
っ
て
、

自
身
の
感
じ
る
『
怒
り
』
に
つ
い
て
、

紙
に
書
い
て
視
覚
化
を
し
な
が
ら
理
解

を
深
め
て
い
き
ま
し
た
。
最
近
感
じ
た

怒
り
に
つ
い
て
、
そ
の
度
合
い
や
持
続

性
、
怒
り
の
矛
先
な
ど
を
分
析
す
る
作

業
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た
面
白
さ
も
感
じ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

自
分
の
感
じ
て
い
る
『
怒
り
』
と
は

何
な
の
か
。
そ
れ
を
知
る
こ
と
は
、
自

分
自
身
を
理
解
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
自
分
と
は
何

者
で
あ
る
の
か
と
自
分
自
身
を
見
つ
め
、

理
解
を
深
め
て
い
く
こ
と
は
、
対
人
援

助
を
行
う
上
で
と
て
も
重
要
な
こ
と
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

研
修
の
中
で
特
に
印
象
に
残
っ
て
い
る

の
は
、
怒
り
の
正
体
に
つ
い
て
で
す
。

我
々
は
怒
り
の
正
体
に
つ
い
て
、
目
の

前
で
起
き
た
事
象
に
目
を
奪
わ
れ
て
し

ま
い
が
ち
で
す
。
し
か
し
、
研
修
で
は

怒
り
の
正
体
に
つ
い
て
「
〇
〇
は
、
こ

う
あ
る
べ
き
（
こ
う
あ
っ
て
欲
し
い
）」

と
い
う
、
自
分
に
と
っ
て
の
正
解
に
当

て
は
ま
っ
て
い
る
か
否
か
、
と
い
う
形

で
説
明
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
自
分
自
身
の
思
考
が
原
因
と
な
っ

て
怒
り
が
生
じ
る
と
い
う
の
で
す
。
こ

の
こ
と
は
ラ
イ
タ
ー
に
も
例
え
ら
れ
お

り
、“
感
情
が
燃
料
”“
思
考
が
着
火
剤
”

と
い
う
表
現
が
、
と
て
も
理
解
し
や
す

か
っ
た
で
す
。

　

怒
り
に
任
せ
た
言
動
は
、
そ
の
後
、

必
ず
後
悔
に
繋
が
り
ま
す
。
そ
う
な
ら

な
い
た
め
に
感
情
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に

は
繰
り
返
し
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
続
け
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
説
明
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
た
め
の
ヒ
ン
ト
も
、
い

く
つ
も
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
実
際
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
は
一
筋

縄
に
は
い
か
な
い
と
思
い
ま
す
が
、
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
み
重
ね
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

時間外
研 修

第
９
回 

甲
斐
う
つ
と
リ
ワ
ー
ク
連
絡
会 

公
開
講
座

う
つ
病
リ
ワ
ー
ク for Everybody 2

0
2

3
参
加
報
告
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介
護
職
員
を
対
象
に
ユ
マ
ニ

チ
ュ
ー
ド
技
法
の
周
知
と
勉
強

会
を
行
う
。
ま
た
身
体
的
に
介

護
が
必
要
な
患
者
様
に
対
し
て

苦
痛
な
く
心
地
の
良
い
入
院
生

活
を
送
っ
て
頂
く
よ
う
支
援
し

て
い
く
。

　

今
後
ク
レ
ル
病
棟
で
は
認
知

症
、
ま
た
は
身
体
介
護
が
必
要

な
患
者
様
が
増
え
て
い
く
方
針

で
あ
る
。
ま
た
、
長
期
入
院
患

者
様
の
高
齢
化
に
伴
い
、
各
対

応
の
仕
方
を
病
棟
内
で
勉
強
し

た
い
と
思
い
目
標
を
設
定
し
た
。

手
浴
・
足
浴
・
外
気
浴
の
実
施

　

不
眠
や
む
く
み
が
あ
る
人
、

冷
え
の
あ
る
人
を
選
出
し
て
も

ら
い
実
施
し
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
間
で
は
保
清
や
皮

膚
の
観
察
が
出
来
た
。
実
施
し

た
患
者
様
か
ら
は
気
分
転
換
に

繋
が
っ
た
と
い
う
声
を
頂
い
た
。

オ
ム
ツ
の
当
て
方
の
勉
強
会

　

失
禁
が
多
い
患
者
様
に
焦
点

を
当
て
、
介
護
ス
タ
ッ
フ
の
み

な
ら
ず
病
棟
全
体
で
話
し
合
い

な
が
ら
対
応
を
検
討
し
工
夫
す

る
事
が
出
来
た
。

　

ス
タ
ッ
フ
間
で
当
て
方
を
試

行
錯
誤
す
る
こ
と
に
よ
り
患
者

様
の
失
禁
に
よ
る
不
快
な
思
い

を
軽
減
で
き
た
と
思
う
。

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
勉
強
会

　
資
料
を
作
成
し
配
布
し
た
。

　

ユ
マ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と
は
、
フ

ラ
ン
ス
発
祥
の
介
護
や
医
療
の

現
場
で
認
知
症
患
者
様
に
対
す

る
知
覚
・
感
情
・
言
語
に
よ
る

包
括
的
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

に
基
づ
い
た
ケ
ア
技
法
で
あ
る
。

　
基
本
と
な
る
「
見
る
・
話
す
・

触
れ
る
・
立
つ
」
の

４
つ
の
柱
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
人
と
し

て
の
尊
厳
を
守
り
接

す
る
こ
と
で
認
知
機

能
の
低
下
し
て
い
る

人
が
穏
や
か
に
過
ご

せ
る
よ
う
に
な
る
と

言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
技
法
が
自
ず

と
浸
透
す
れ
ば
、
よ

り
良
い
介
護
が
提
供

で
き
る
と
思
う
の
で

今
後
も
継
続
し
て
勉

強
・
周
知
し
、
今
年

の
活
動
に
繋
げ
て
い

き
た
い
と
思
う
。

オ
ム
ツ
の
使
用
状
況
の
検
討
会

　

オ
ム
ツ
を
使
用
し
て
い
る
患

者
様
一
人
一
人
の
尿
取
り
パ
ッ

ド
類
を
ス
タ
ッ
フ
間
で
話
し

合
っ
て
統
一
し
た
。

　

表
を
作
成
し
患
者
様
の
ロ
ッ

カ
ー
の
内
部
に
掲
示
し
介
助
者

の
誰
が
見
て
も
適
切
な
も
の
を

使
用
出
来
る
よ
う
に
し
た
。

　

ま
た
失
禁
の
様
子
、
尿
量
、

皮
膚
の
状
態
、
体
格
の
変
化
で

使
用
す
る
パ
ッ
ド
の
種
類
や
ア

ウ
タ
ー
の
サ
イ
ズ
を
変
更
し
適

宜
更
新
し
て
い
っ
た
。

環
境
整
備
の
徹
底

　

患
者
様
の
身
の
回
り
の
清
掃

表
を
作
成
し
た
。

　

毎
日
実
施
個
所
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
に
よ
り
普
段
出
来
て

い
な
い
と
こ
ろ
が
可
視
化
さ
れ

た
と
同
時
に
、
ス
タ
ッ
フ
間
で

の
清
掃
の
引
継
ぎ
を
簡
易
化
で

き
た
。

取
り
組
み
①

取
り
組
み
②

理　
由

目　
標

◇敢闘賞◇
クレルG
柴　沙也佳

　

昨
年
度
は
病
棟
内
で
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
が
感
染
拡
大
し
取
り

組
み
が
計
画
通
り
に
実
施
出
来

な
か
っ
た
。
し
か
し
他
病
棟
・

他
部
署
よ
り
応
援
や
励
ま
し
を

受
け
乗
り
切
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

今
後
も
ク
レ
ル
病
棟
は
よ
り

高
い
介
護
力
が
求
め
ら
れ
る
。

病
棟
全
体
で
継
続
し
て
勉
強
し
て

い
き
、
患
者
様
に
快
適
な
療
養

と
介
護
を
提
供
し
て
い
き
た
い
。

　

最
後
に
協
力
し
て
下
さ
っ
た

ク
レ
ル
病
棟
の
皆
様
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

取
り
組
み
③

取
り
組
み
④

取
り
組
み
⑤

ま
と
め
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【
活
動
曜
日
】
毎
月
第
２
週　
金
曜
日　
午
後

【
活
動
場
所
】
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
１　
ミ
ィ
ー
テ
ン
グ
室
１

【
活
動
内
容
】

　
普
段
は
自
分
で
行
く
こ
と
の
で
き
な
い
買
い
物
を
計
画

し
、
実
行
し
て
い
く
活
動
で
す
。
具
体
的
に
は
実
際
の
買

い
物
を
通
し
て
振
り
返
り
、
翌
月
の
買
い
物
の
目
的
を
確

認
し
、
計
画
的
に
行
え
る
よ
う
支
援
し
て
い
ま
す
。
コ
ロ

ナ
禍
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
感
染
予
防
対
策
を
行
い
、
楽

し
み
な
が
ら
行
え
る
よ
う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
今
ま
で
に

ラ
イ
フ
ガ
ー
デ
ン
韮
崎
、
ラ
ザ
ウ
ォ
ー
ク
、
ユ
ニ
ク
ロ
、

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
、
ア
ベ
イ
ル
で
計
画
的
に
買
い
物
さ

れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

  

生
活
充
実
型
グ
ル
ー
プ 

　「
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト
シ
ョッ
ピ
ン
グ

プ
ロ
グ
ラ
ム
」

プログラム紹介

　
8
月
24
日
「
真
夏
の
熱
血
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
種

目
は「
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ゲ
ー
ム
」「
ス
ト
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
」「
ラ
グ
ビ
ー

ボ
ー
リ
ン
グ
」
の
3
種
類
で
し
た
。
各
ゲ
ー
ム
と
も
に
皆
さ
ん
真
剣
に
取

り
組
む
姿
が
印
象
的
で
し
た
。
感
染
対
策
の
た
め
今
回
も
各
病
棟
入
れ
替

え
開
催
で
行
い
、
ゲ
ー
ム
ご
と
に
順
位
を
決
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
の
1

位
の
方
を
表
彰
い
た
し
ま
し
た
。
個
人
の
ゲ
ー
ム
で
し
た
が
、
席
に
座
っ

て
観
戦
し
て
い
る
方
た
ち
も
応
援
に
力
を
尽
く
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

特
に
1
位
決
定
の
決
勝
戦
と
な
っ
た
ゲ
ー
ム
は
、
応
援
し
て
い
る
皆
様
も

手
に
汗
握
り
、
真
夏
の
熱
血
ス
ポ
ー
ツ
大
会
に
ふ
さ
わ
し
い
大
会
と
な
り

ま
し
た
。
病
棟
ご
と
の
表
彰
式
も
大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
表

彰
さ
れ
た
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
利
用
者
の
方
か
ら
翌
日
Ｏ
Ｔ

グ
ル
ー
プ
に
電
話
が
入
り
「
優
勝
で
き
て
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。
賞
状

を
壁
に
飾
っ
て
い
る
。
あ
り
が
と
う
」
と
の
電
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

皆
さ
ん
の
心
に
残
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と
な
っ
て
と
て
も
良
か
っ
た
で
す
。

　疾患別リハビリテーションでは、主に身
体機能の維持・向上を目的に、患者様に
沿ったリハビリを提供していますが、たまの
息抜きで患者様の趣味に沿った活動を提供
しています。一例ですが、今月はＣ病棟の
患者様の趣味である【生け花】を実践しま
した。花の種類は〈トルコ桔梗〉〈スターチ
ス〉になります。大輪が４種類ありますが、
すべてトルコ桔梗だそうです。艶やかに、
またどこか可愛らしく…素敵な作品に仕上
がりました。出来上がった作品を愛でなが
ら、ゆっくりとした時間を過ごしました。
　その他にも調理実習や手芸、動画鑑賞な
ど、患者様と相談しながら定期的に行って
います。PT対象の方で「〇〇がしたい」

「〇〇に挑戦してみ
たい」などありまし
たら、ぜひ声をかけ
て下さい！

　疾患別リハビリテーションでは、主に身
体機能の維持・向上を目的に、患者様に
沿ったリハビリを提供していますが、たまの
息抜きで患者様の趣味に沿った活動を提供
しています。一例ですが、今月はＣ病棟の
患者様の趣味である【生け花】を実践しま
した。花の種類は〈トルコ桔梗〉〈スターチ
ス〉になります。大輪が４種類ありますが、
すべてトルコ桔梗だそうです。艶やかに、
またどこか可愛らしく…素敵な作品に仕上
がりました。出来上がった作品を愛でなが
ら、ゆっくりとした時間を過ごしました。
　その他にも調理実習や手芸、動画鑑賞な
ど、患者様と相談しながら定期的に行って
います。PT対象の方で「〇〇がしたい」

「〇〇に挑戦してみ
たい」などありまし
たら、ぜひ声をかけ
て下さい！

　 大人数の中で活動することに不安があり
ます。リハビリテーションセンターはどれ
くらいの人数の方が利用していますか？

　 リハビリテーションセンター全体でみると
一日当たり約30人から40人（曜日によって
前後します）の方が利用しています。
その中で３つの目的別のグループに分かれて
活動をしています。同時に２つプログラムが
開催されるグループもあったり、個別でリハ
ビリをしている方もいる為、実際には少人数
での活動になる事もあります。

生 け 花
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＊峡西老健のホームページも
　ご覧ください。

峡西老健
の 理 念峡西老健 検索

～あなたに優しく、あなたを想い、あなたと結ぶ～

８月29日　午後よりゲーム大会が行なわれました。
普段の雰囲気と違い、賑やかな環境で、カーリングや射的、
輪投げを行い、最後におやつ釣りを楽しまれました。

８月30日　午後よりゲーム大会が行われました。
いつものレクリエーションでは味わえない遊び
で、利用者の皆様は張り切って楽しまれている
様子でした。

午後のレクリエーション
の時間に夏祭りが行われ
ました。
金魚すくいや綿菓子作り
などを楽しまれました。
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今回は、ペンネームATMさんにおすすめの
本を聞きました！

本の題名：PLUTO
（作者：浦沢直樹／出版社：小学館／発表年：2003～2009年）

●読んだきっかけは？
　たまたま古本屋で単行本を立ち読みしたのがきっかけです。普段はあまり漫画を読みませんが、
すぐに引き込まれてしまい全巻大人買いしてしまいました。

●おすすめのポイントは？
　この本は手塚治虫の有名なアニメ・漫画の「鉄腕アトム」に出てくる「地上最大のロボット」
という話を「YAWARA」や「20世紀少年」などで有名な浦沢直樹がリメイクし、単行本全８巻
にスケールアップした作品です。「鉄腕アトム」が原作ですから、普通はアトムが主人公なの
かと思うところですが、本作は原作で脇役だった捜査官ロボットゲジヒトを主人公として、サス
ペンスタッチに物語が進行します。
　サスペンスものらしく謎が散りばめられ、徐々に後半に向けてそれらの謎が解き明かされて
いき、それと同時に出版年当時に起きていたイラク戦争をモチーフにした切ないストーリーが
展開されます。ぜひお読みください。

「患者と医療者のパートナーシップ」指針

■基本方針
当院は最適な医療を提供すると同時に、患者様やご家族の医療や療養に対する希望・自己決定権を尊重して、患者・
医療者のパートナーシップを大切にします。

■具体的対応と要望を反映するしくみ
・入院時診療計画を説明し、同意を得た上で文書を提供する。（医局・看護部）

・月ごとの総合診療計画実施書を説明し、同意を得た上で文書を提供する。（作業療法室）

・カンファレンスへの家族参加の呼びかけ。

・在宅に向けた医療スタッフの訪問と療養環境整備目的の相談を受ける。（訪問看護室）

・ソーシャル・スキル向上目的の訓練計画の立案へ、患者・家族の参加の呼びかけ。（臨床心理室・デイケア室）

・アンケート調査を通じて、要望事項の確認と対応の公開をする。（事務部）

・「ご意見箱」により病院管理者へ意見が届き、対応内容を院内に公開する。（接遇委員会）

・「家族教室」を定期的に開催し、必要な情報の提供と相談に応じる。（医療相談室）

■患者‐医療者のパートナーシップを継続的検討
・指摘された問題や要望については、定期的な検討を行なっています。
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私
は
趣
味
を
い
く
つ
か
持
っ
て
い
ま
す
。
読

書
・
美
術
館
や
個
展
に
行
く
こ
と
・
絵
を
描
く

こ
と
・
演
劇
や
映
画
を
鑑
賞
す
る
こ
と
・
好
き

な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ラ
イ
ブ
に
行
く
こ
と
で
す
。

　

読
書
は
、
ほ
っ
こ
り
と
し
た
小
説
が
好
き
で

す
。
物
語
の
中
に
あ
る
優
し
い
思
考
や
表
現
に

触
れ
る
と
、
自
分
の
な
か
に
新
た
な
引
出
し
が

で
き
た
り
、
心
が
穏
や
か
に
な
っ
た
り
…
私
も

優
し
く
在
ろ
う
と
思
え
ま
す
。

　

映
画
や
演
劇
、
ラ
イ
ブ
は
役
者
さ
ん
の
表
現

に
と
て
も
刺
激
を
受
け
ま
す
。「
人
は
こ
ん
な
に

も
人
の
心
を
動
か
せ
る
も
の
な
の
か
」
と
心
の

奥
か
ら
熱
い
も
の
が
湧
い
て
く
る
感
覚
が
あ
り

ま
す
。

　

美
術
館
や
個
展
に
行
っ
て
作
品
を
み
た
と
き

に
は
「
作
品
の
意
図
や
そ
の
と
き
の
気
持
ち
を

考
え
る
」
と
い
う
よ
り
、そ
の
世
界
観
に
浸
っ
て
、

む
し
ろ
何
も
考
え
な
い
時
間
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
時
に
は
、
わ
た
し
自
身
も
絵
を
描
く
の

で
色
使
い
や
タ
ッ
チ
を
勉
強
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。

　

最
近
気
づ
い
た
の
で
す
が
、
わ
た
し
の
趣
味

は
ど
れ
も
芸
術
に
関
す
る
こ
と
で
す
。
日
々
生

活
し
て
い
る
と
様
々
な
出
来
事
が
起
こ
り
、
そ

の
分
色
々
な
感
情
が
出
て
き
ま
す
。

　

わ
た
し
に
と
っ
て
芸
術
に
触
れ
る
こ
と
は
、

ほ
っ
と
す
る
時
間
や
穏
や
か
さ
を
与
え
て
く
れ

る
と
同
時
に
、
考
え
を
変
え
て
整
理
で
き
た
り
、

こ
れ
か
ら
ま
た
頑
張
ろ
う
と
思
え
る
、
明
日
を

生
き
抜
く
術
で
も
あ
り
ま
す
。

　

生
き
て
い
る
と
色
々
な
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、

趣
味
を
続
け
て
ほ
っ
と
す
る
時
間
や
わ
た
し
ら

し
く
い
ら
れ
る
時
間
を
大
切
に
持
っ
て
い
た
い

な
と
思
い
ま
す
。

石
山　
歩
実

　
先
日
、
知
人
か
ら
聞
い
た
話
。

　
買
い
物
を
終
え
、
店
か
ら
出
て
駐
車
場
へ

向
か
う
途
中
で
パ
ン
ク
を
し
て
い
る
車
を
見

付
け
た
。

　
初
心
者
マ
ー
ク
を
付
け
、
後
方
の
タ
イ
ヤ

だ
っ
た
の
で
、
気
付
い
て
い
な
い
か
と
思

い
、
車
の
ナ
ン
バ
ー
を
覚
え
、
店
に
戻
っ
て

伝
え
よ
う
と
し
た
時
、
店
か
ら
十
代
後
半
か

ら
二
十
代
前
半
と
思
わ
れ
る
男
性
と
祖
母
ら

し
き
二
人
が
そ
の
車
に
向
か
い
、
ド
ア
を
開

け
た
の
で
、
タ
イ
ヤ
が
パ
ン
ク
し
て
い
る
事

を
伝
え
た
。

　
二
人
は
顔
を
見
合
わ
せ
、
後
方
の
パ
ン
ク

を
し
て
い
る
タ
イ
ヤ
を
見
て
、
何
か
話
し
て

い
る
と
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
出
し
、
誰
か

に
連
絡
を
す
る
よ
う
だ
っ
た
が
、
パ
ン
ク
を

教
え
た
知
人
に
は
見
向
き
も
せ
ず
何
も
言
わ

な
か
っ
た
と
い
う
。
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
い

る
の
か
と
思
い
、
声
を
掛
け
た
が
、
聞
い
て

は
も
ら
え
な
か
っ
た
。

　

知
人
は
、
そ
の
ま
ま
自
分
の
車
に
乗
り
、

帰
宅
す
る
た
め
に
ゆ
っ
く
り
車
を
走
ら
せ
た

が
、
会
釈
も
な
か
っ
た
。

　
知
人
は
、
初
心
者
マ
ー
ク
を
付
け
、
慣
れ

な
い
運
転
で
パ
ン
ク
に
気
付
か
ず
事
故
に

あ
っ
て
は
大
変
だ
と
思
っ
て
伝
え
た
が
、
家

に
帰
り
、複
雑
な
気
持
ち
に
な
っ
た
と
い
う
。

　
人
に
気
持
ち
を
伝
え
る
の
は
難
し
い
。
ま

し
て
や
知
ら
な
い
人
か
ら
声
を
掛
け
ら
れ
た

の
で
は
驚
く
だ
ろ
う
し
、
ど
ん
な
人
か
も
分

か
ら
な
け
れ
ば
、
唖
然
と
す
る
だ
ろ
う
。
親

切
心
で
伝
え
た
事
も
相
手
に
と
っ
て
は
違
っ

た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
相
手
の
心
境
は
、
分
か
ら
な
い
が
、
一
生

懸
命
に
配
慮
し
た
か
ら
こ
そ
、
伝
わ
ら
ず
に

辛
い
経
験
と
な
っ
た
話
で
あ
る
と
感
じ
た
。

　
人
の
気
持
ち
に
寄
り
添
い
、
相
手
の
思
い

を
考
え
、
気
遣
い
や
配
慮
が
出
来
る
大
人
で

あ
り
た
い
と
思
っ
た
。

　
　
　
峡
西
老
人
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
副
主
任　
望
月　
由
美

　

こ
の
10
月
号
を
編
集
し
て

い
る
の
は
９
月
中
旬
で
す
。

９
月
と
い
う
こ
と
で
、
す
で

に
暦
の
上
で
は
秋
の
は
ず
で

す
が
、
ま
だ
ま
だ
残
暑
真
盛

り
と
い
っ
た
天
気
が
続
い
て

い
ま
す
。

　

こ
う
暑
い
と
プ
ー
ル
に
行

き
た
く
な
り
ま
す
。
な
の
で

９
月
だ
と
い
う
の
に
、
子
供

を
連
れ
て
ほ
と
ん
ど
毎
週
末
、

近
く
の
市
民
プ
ー
ル
に
遊
び

に
出
か
け
ま
す
。
ま
だ
子
供

は
小
学
生
で
、
あ
ま
り
上
手

に
泳
げ
ま
せ
ん
。
何
と
か
泳

ぎ
方
を
教
え
よ
う
と
す
る
の

で
す
が
「
泳
げ
な
い
人
に
泳

ぎ
方
を
教
え
る
」
と
い
う
の

も
、
な
か
な
か
難
し
い
も
の

で
す
。
上
手
い
教
え
方
は
無

い
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
私
の

頭
の
中
で
、
よ
く
聞
く
山
本

五
十
六
の
「
や
っ
て
み
せ
、

言
っ
て
聞
か
せ
て
、
さ
せ
て

み
せ
、
褒
め
て
や
ら
ね
ば
人

は
動
か
じ
」
が
こ
だ
ま
し
ま

す
。
そ
れ
に
な
ら
っ
て「
や
っ

て
み
せ
よ
う
」
と
泳
い
で
み

せ
ま
す
が
、
さ
っ
そ
く
私
の

足
が
つ
り
ま
す
。
ま
ず
は
私

自
身
の
運
動
不
足
解
消
が
先

決
の
よ
う
だ
と
気
づ
か
さ
れ

る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
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お楽しみに！

※敷地内全面禁煙です

今
月
も
お
あ
し
す
に
素
敵
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

 ３日　企業との連携を考える会

 ６日　リハビリテーション部
　　　 集合研修（院内研修）

14日　中部ブロック
DMAT実働訓練

21日　のど自慢大会
（院内イベント）

 ３日　企業との連携を考える会

 ６日　リハビリテーション部
　　　 集合研修（院内研修）

14日　中部ブロック
DMAT実働訓練

21日　のど自慢大会
（院内イベント）

10月

ふにちゃん
７歳です！

※
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。
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